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	抗原情報
	背景
	unc-51類似オートファジー活性化キナーゼ2（ULK2） Homo sapiens この遺伝子は、軸索伸長に関与するC. elegansのセリン／スレオニンキナーゼに類似したタンパク質をコードしています。このタンパク質の構造は、C. elegansのタンパク質と類似しており、どちらのタンパク質もN末端キナーゼドメイン、中央のプロリン／セリンリッチ（PS）ドメイン、およびC末端（C）ドメインを持っています。この遺伝子は、17番染色体のスミス・マゲニス症候群領域内に位置しています。同じタンパク質をコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年12月]、触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質、PTM：自己リン酸化、類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 APG1/unc-51/ULK1サブファミリー。,類似性:1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,
	研究分野
	オートファジーの制御;mTOR;
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	HELA細胞のウェスタンブロット分析。抗体は500倍希釈。二次抗体は1:20000倍希釈。

